
2021 年 9 月 10 日 

院長・事務長・感染管理部門担当者様 （合計２枚）   東京保険医協会病院有床診部

★協会HPからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます 

東京保険医協会 

Q１ 貴病院の所在地は、どの二次医療圏に該当しますか。（いずれか１つ選択） 

□ 区中央部 □ 区南部  □ 区西南部  □ 区西部 □ 区西北部 □ 区東北部  □ 区東部  

□ 北多摩西部 □ 北多摩南部 □ 北多摩北部  □ 南多摩  □ 西多摩 □ 島しょ 

Q２ 貴病院の規模・機能について該当するものに✓してください。（複数回答可） 

□ 一般病床500床以上の病院    □ 療養病床を有する病院 

□ 一般病床200床以上～500床未満の病院  □ 精神病床を有する病院 

□ 一般病床200未満の病院    □ 結核病床を有する病院 

□ 救急指定病院   □ ICU/HCUを有する病院  □ 発熱外来・PCR外来を設置している病院 

□ 単科の病院である（該当する科にチェックしてください） 

↳ □ 循環器科 □ 消化器科 □ 耳鼻科 □ 整形外科 □ 肛門科 □ 産婦人科 □ 小児科  

□ 精神科  □ 眼科   □ その他（                   ） 

Ｑ3 貴病院の運営形態はどのカテゴリに該当しますか。 

□ 民間（社会医療法人含む）  □ 公立  □ 公的（日赤、済生会、独立行政法人等）   

Ｑ4 貴病院は下記のどのカテゴリに該当しますか。 

□ ア 新型コロナウイルス感染症入院重点医療機関（→Q5 へ） 

□ イ 新型コロナウイルス感染症患者（疑似症を含む）の入院を受け入れている病院（→Q5 へ） 

□ ウ 回復期支援病院（→Q5 へ） 

 □ エ 上記以外の病院（→Q６へ） 

■Ｑ５はＱ４でア～ウと回答した病院にお聞きします。 

Ｑ5 今回の病床確保等の要請に対応できますか。 

ア 回答票の(1)アの「最大確保病床における最大限の入院患者の受入」に記載した病床数をご記入ください。  

↳ □重症（  床） □中等症（  床） □軽症（  床） □回復期支援病床（  床） □その他（  床） 

イ 更なる病床確保  

□ できる（受入可能病床数をご記入ください） □ できない 

↳ □重症（  床） □中等症（  床） □軽症（  床） □回復期支援病床（  床） □その他（  床） 

ウ 都が要請した施設に対する人材派遣   

□ できる（受入可能施設をチェックしてください） □ できない 

↳ 医師の派遣……□ 病院  □ 臨時の医療施設  □ 宿泊療養施設  □ 入院待機ステーション 

  □ 酸素ステーション □ その他（        ） 

   看護師の派遣…□ 病院  □ 臨時の医療施設  □ 宿泊療養施設  □ 入院待機ステーション 

    □ 酸素ステーション □ その他（        ） 

8 月 23 日、都知事と厚労相の連名で改正感染症法に基づき、都内すべての医療機関に更なる病床確保や人材

派遣を要請しました。不急の入院・手術の延期など通常医療の制限も視野に入れて、総力戦に臨み、協力の求め

に応じない場合は、勧告や病院名を公表するとあります。 

一方で、各病院におかれては、新型コロナ感染症医療と、通常の地域医療を両立するべく最大限の努力を重

ねており、すでに限界に達しつつあります。協会ではこれらの病院の問題点を明らかにし、地域医療を守るために

情報発信と政策提案に取り組みます。結果は保険医新聞や協会ホームページ等を通じてご報告させていただき

ます。ご多忙の折ですが、ご協力の程、宜しくお願い致します。 

【お問い合せ】東京保険医協会 病院有床診部（電話03-5339-3601）まで。

新型コロナ感染症患者受け入れに関する病院

の実態緊急アンケートにご協力ください 

返信 FAX０３-５３３９-３４４９

〆切：9 月 20 日（月） 



■Ｑ６はＱ４で「エ 上記以外の病院」と回答した病院にお聞きします。 

Q６ 今回の要請に対応できますか。 

ア 都が要請した施設の運営  

□ できる（施設名および病床数をご記入ください） □ できない 

↳ □ 酸素ステーション（    床）  □ その他（           ）（   床） 

イ 都が要請した施設に対する人材派遣 

 □ できる（受入可能施設を✓してください） □ できない 

↳ 医師の派遣……□ 病院  □ 臨時の医療施設  □ 宿泊療養施設  □ 入院待機ステーション 

  □ 酸素ステーション □ その他（           ） 

      看護師の派遣…□ 病院  □ 臨時の医療施設  □ 宿泊療養施設  □ 入院待機ステーション 

  □ 酸素ステーション □ その他（           ） 

■Ｑ７～Ｑ９の設問はすべての病院にお聞きします。 

Q７ 「更なる病床確保」「人材派遣」の問題点は何ですか。該当する項目に✓してください（複数回答可）。 

□ 構造上の問題がある 

□ ア ゾーニング（病院出入り口、廊下、エレベーターなど）が困難 

□ イ 新たな病棟確保が困難    □ ウ 新たな ICU・CCUが困難  

□ 人員の問題がある 

□ ア 感染対策に習熟した医師の不足     □ イ 感染対策に習熟した看護師の不足 

□ ウ 感染対策に習熟した清掃スタッフの不足 □ エ リハビリテーション科の医師・PTの不足 

□ オ 専門外の医師の協力が得られない    □ カ 看護師を配置転換することが困難  

□ キ 人工呼吸器・エクモを管理できるスタッフの不足 

 □ 診療科の問題がある 

□ ア 感染症に対応する科がない  □ イ 呼吸器内科がない □ ウ リハビリテーション科がない 

□ 地域医療体制の問題がある 

 □ ア 一般の救急患者の受け入れが困難になる恐れ □ イ 緊急の心血管治療・手術が困難になる恐れ 

 □ ウ 緊急の脳血管治療・手術が困難になる恐れ   □ エ 外傷・整形外科治療・手術が困難になる恐れ 

 □ オ 悪性腫瘍の治療（手術、放射線治療、化学療法）が困難になる恐れ 

 □ カ その他専門医療の緊急の対応が困難になる恐れ 

□ 医療連携の問題がある 

 □ ア 重症化した際の転院先が確保できない       □ イ 回復した際の転院先が確保できない 

□ 設備・備品で不足しているものに✓してください 

 □ 人工呼吸器 □ エクモ □ 酸素設備 □ 酸素濃縮器 □ モニター設備 □ N95マスク 

 □ PPE（手袋、サージカルマスク、ガウン、フェイスガード） □ 消毒液 □ 治療薬（        ） 

Ｑ８ 「不急の入院・手術の延期などの通常医療の制限」についてどのように思われますか？ 各設問内で選

択してください。 

 ア 緊急事態宣言中に限るべきである。 

□ そう思う  □ どちらともいえない  □ そう思わない（長期的に継続） 

イ 公的・公立病院を中心にコロナ専門病棟を集中し、スタッフを養成すべきである。 

□ そう思う  □ どちらともいえない   □ そう思わない（民間病院も積極的に設置すべき） 

 ウ 重点病院・協力病院・その他施設の連携の仕組みについて 

   □ もっと連携が必要   □ どちらともいえない   □ 今の制度で十分連携している 

 エ 通常医療に関して、医療連携を強化する仕組みが必要である 

□ そう思う   □ どちらともいえない   □すでに仕組みがある 

 オ 通常医療の制限にて、一般患者の生命予後に影響しますか 

  □ 重大な影響がある  □ 医療連携等でも影響は避けられない  □ 医療連携等で適切に対応している 

カ 不急の入院・手術等の延期が要請されていますが、入院・手術等の延期を実施したことはありますか。 

□ ある（どのような症例や患者さんが延期となったか下欄にご記載ください。）  □ ない 

Ｑ９ 東京都や国への要望を自由にお書きください（例：地域医療構想による病床削減の見直し、抗体カクテ

ル療法などの治療法、医師や看護師などの確保など）。 

以上、ご協力ありがとうございました。 


